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4⽉25⽇に、⿃取⼤学は㈱⿃取銀⾏と
包括連携協定を締結しました。㈱⿃取銀
⾏とは平成16年に連携協⼒に関する協定
を締結して産学官⾦連携による地元企業
と⼤学研究のマッチングを中⼼に取り組
んできました。
今回の協定では、これまでの取り組み

に加え、SDGsの視点から企業や地域が持
つ課題の解決を図るため、⼤学研究のみ
ではなく、関⼼のある学⽣や学⽣団体と
のマッチング⽀援を推進していきます。
社会・企業双⽅の課題解決を推進すると
ともに、学⽣の地元企業への関⼼や将来
のキャリア形成を⽀援します。
協定書に署名した⿃取⼤学 中島学⻑か

らは、「⼊学者の8割が県外出⾝者である
本学にいて、県内定着を促進するには学
⽣が安⼼して過ごせるようにしていくこ

とが⼤切。その⼀環として、地域の⾦融
機関である⿃取銀⾏と連携し、学⽣が地
元企業と⻑期的に関わる活動を⽀援でき
ることは、今後の地域活性化に⼀躍担う
ことができると期待している。」と抱負
が語られ、㈱⿃取銀⾏の平井代表取締役
会⻑からは「地域の活性化は⾦融機関と
して最も⼤切にしている部分なので、⿃
取⼤学と連携し取り組んでいければと思
う。学⽣の持つ様々なアイディアを企業
の商品開発やサービス提供に⽣かすなど、
学⽣が企業に関⼼を持つ機会を増やし地
域活性化に貢献していきたい」と語られ
ました。
⿃取⼤学と㈱⿃取銀⾏は、今後、地域

活性化のために、幅い広い分野での協⼒
を予定しています。

㈱⿃取銀⾏と⿃取⼤学が包括連携協定を締結しました

6⽉7⽇に、⿃取⼤学は⽇本海テレビジョ
ン放送㈱と連携協定を締結しました。⿃取
⼤学と⽇本海テレビジョン放送㈱は、若い
世代の地元定着促進を⽬標に、学⽣と企業
の連携事業⽀援や、学⽣の地域活動を取材
するなど学⽣と地域の関わりを応援すると
ともに、⼤学研究の地域向け発信を強化す
るなど⼤学と地域の交流促進による地域活
性化を⾏っていきます。
協定締結をした⿃取⼤学 中島学⻑からは、

「⿃取⼤学の持つ研究や教育活動のリソー
スと⽇本海テレビジョン様のこれまでの取

材活動などで得たリソースをお互いに有効
活⽤しながら地域活性化に協⼒して取り組
んでいきたい。」と抱負が語られ、⽇本海
テレビジョン放送㈱ ⽥⼝代表取締役からは
「⿃取⼤学様との連携により、単発的な報
道にとどまることなく、地域活性化により
深い関わりをしていくとともに、積極的に
リソース活⽤していきたい。」と今後の期
待が語られました。
⿃取⼤学と⽇本海テレビジョン放送㈱は

協⼒し、地域活性化に向けた取り組みを推
進していきます。

締結

⽇本海テレビジョン放送㈱と⿃取⼤学が連携協定を締結しました

■⿃取⼤学振興協⼒会
6⽉2⽇に令和4年度第1回役員会が、また6⽉14⽇に
令和4年度第1回総会が開催されました。令和3年度の
事業報告並びに令和4年度の活動の活性化に向け、意
⾒交換を実施しました。

■出前体験交流会
出前体験交流会とは、県内企業が⿃取⼤学CDLを訪
問し、学⽣に向けて⾃社の商品・技術・サービスな
どを実演や疑似体験により説明していただくイベン
トです。

■令和4年度戦略3報告会
⿃取⼤学のビジョンである「地域に根ざし、国際的
に⾶躍する⼤学」を実現する戦略の⼀つとして、第3
期（平成28年度〜令和3年度）において当機構は
「⼈⼝希薄化地域における地域創⽣を⽬指した実践
型教育研究の新展開」（戦略3）を実施しました。
その成果を広く知っていただき、地域への貢献やさ
らなる研究・教育の発展につなげていくために、令
和3年度に実施したプロジェクトの報告会を実施しま
した。本報告会の発表はYouTubeにて公開する予定
です。

■TORIDAI EDGE「宇宙×科学×社会」
今回のテーマは、宇宙を切り⼝に科学と社会の関わ
りを考えるです。8⽉5⽇はTORIDAI EDGE talkとし
て、⿃取⼤学宇宙教育プロジェクトから⽣まれた独
⾃のボードゲーム教材「PERITUS」を使ったワーク
ショップを実施しました。PERITUSは宇宙開発に取
り組む研究者になりきってプレイし、宇宙ミッショ
ンの実現を体験することで、社会と科学・技術の関
係性について考えるきっかけを得ることができる教
材で、参加者からは、「宇宙開発は技術だけでなく
社会など様々な⾒⽅が必要だと分かった」「楽しく
取り組めた」といった感想をいただきました。

締結式の様⼦。㈱⿃取銀⾏代表取締役 会⻑平井
⽒（左）と⿃取⼤学中島学⻑（右）。

⽇本海テレビジョン放送㈱代表取締役⽥⼝⽒
（右）と⿃取⼤学中島学⻑（左）。

第1回：ヤマタホールディ
ングス㈱
『「No. 1ビルダーが営業
で実践しているたった 3
つのこと」 〜集めよう！
Little Happiness！〜』を
テーマに、参加者が営業
職のコツや営業職の模擬
体験をしました。

第2回：㈱エスジーズ
『「今⽇出来る！3次元
CAD ⼊⾨」 〜3次元CADの
知識がなくても誰でもオペ
レータになれる！？〜』を
テーマに、⼟⽊業界におけ
る3次元データの活⽤の現状
を紹介し、参加者は3次元
CADを実際に体験しました。
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ヤマタホールディングス㈱
の出前体験交流会の様⼦

㈱エスジーズの出前体験交
流会の様⼦ PERITUSを実際に体験している様⼦

締結



当機構では地域貢献につながる学⽣の課外活動を⽀援する事業として「Small CoRE
Project 」を実施しています。⿃取⼤学の学⽣が主導するグループが企画・運営する活
動に対して、活動経費を⽀援し、2022年度は17団体が採択され活動しています。当事
業の活動状況等も、随時報告していきます。

9⽉13⽇に、⿃取⼤学の学⽣団体「ツナガルドボ
ク」が、㈱エスジーズの⽅とともに⽇南町の河川
における⽣態調査と⽔質調査の体験を⾏いました。
㈱エスジーズでは、環境調査チームを設け、希

少動物の⽣態調査を事業として⾏っており、オオ
サンショウウオをはじめ様々な種類の野⽣⽣物調
査業務を受けています。
今回、ツナガルドボクの学⽣たちは、建設業者

の多様な業務内容を発信するため、㈱エスジーズ
の⽣態調査に同⾏し、業務を体験しました。
当⽇は㈱エスジーズの本社にて、⽣態調査の概

要などの説明を受けたのち、調査地である⽇南町
の河川に移動し、オオサンショウウオの⽣態調査
のため、河川に⼊り捕獲してオオサンショウウオ
の⾝⻑や体重を計測しました。定期的にこのよう
な調査を⾏い、オオサンショウウオの⽣態系に変
化がないかを観測しています。今回の調査に参加
したツナガルドボク 上⽥さん（⼯学部4年）は、
「建設業者が環境調査をしていることは知らな
かった。河川に⼊って調査したのは初めてだった
のでとてもいい経験になった。SNSを使って今回
の体験のことを広めたい。」と語りました。

8⽉26⽇〜9⽉5⽇にかけて、⿃取⼤学の学⽣団
体「ツナガルドボク」が琴浦町においてインター
ンシップと現地での短期滞在を併⾏して地⽅の魅
⼒発信を⾏う「暮らすインターン」を実施しまし
た。昨年度⾏われた地⽅創⽣★政策アイデアコン
テスト（主催：内閣府地⽅創⽣推進室）にて優秀
賞を受賞したアイディアを実現するべく、今年3
⽉には、琴浦町や㈱井⽊組の協⼒のもとプレ実施
を⾏い、企画の完成度を⾼めてきました。
そして、この夏、先の⽀援先に加えて、⿃取県、

⻄⾕技術コンサルタント㈱、倉吉河川国道事務所
の協⼒のもと、⿃取県内外の学⽣を対象とした暮
らすインターンを⾏いました。
コロナ対策のため参加学⽣を数名に限定しての

実施となりましたが、⿃取⼤学から3名、県外⼤
学から2名が参加し、各⽀援先での就業体験を実
施しました。コロナ対策のため、琴浦町が運営す
る古⺠家を再⽣したお試し住宅の利⽤はできませ

んでしたが、参加学⽣からは「普通のインターン
シップでは就業部分のみだが今回は現地で暮らす
部分も体験できることから、⿃取で働くイメージ
が湧きやすかった」など満⾜した声が多くみられ
ました。
また、今回のインターンシップを運営したツナ

ガルドボク 植⽥さん（⼯学部2年）は「実施に⾄
るまで関係者と何度も打ち合わせを⾏い、コロナ
対策なども話し合うなど苦労したことも多かった
が、参加してくれた⽅が満⾜してくれたのが嬉し
かった。今後も続けていきたい」と抱負を語りま
した。
⽀援先である㈱井⽊組 ⼋嶋さんは「学⽣が⾃ら

インターンシップを企画し実⾏するのは全国的に
も珍しく、今回の企画が琴浦町や⿃取県に就職す
るきっかけになればと思う。」と語りました。

学⽣団体 ツナガルドボクが⽇南町にて⽣態・⽔質調査を体
験しました

■地域活動「⼦ども⾷堂」参加型実習
地域イノベーション創出に向けた実践的教
育研究推進プログラム＜地域実践型学⽣教
育授業＞の⼀つである『地域活動「⼦ども
⾷堂」参加型実習を通して地域の連携・協
働について考える』（代表医学部野⼝講
師）にて⼦ども⾷堂での実習が実施されま
した。コロナ禍の中、配⾷サービスで実施
し、お弁当の盛付と配⾷をしました。

学⽣団体 ツナガルドボクが「暮らすインターン」を実施し
ました

5⽉31⽇に、倉吉体育⽂化会館で市町村や県職
員を対象とした防災研修が⿃取県主催で開催され
ました。梅⾬の時期を前に、⽔害など災害時に住
⺠が避難所を利⽤しやすくするための運営につな
げることを⽬的とし、約30名が参加しました。
この研修会において避難所運営を学ぶために使

われたのが、⿃取⼤学の学⽣団体「⿃⼤防災
Lab.」が作成した⿃取県版HUG（避難所運営ゲー
ム）です。これは、避難所において実際に起こり
うる出来事を体験できるカードゲームで、次々に
避難してくる⼈々を状況判断して的確に指⽰する
ことが求められます。カードには、避難者の情報
（家族構成や年齢）などのほか、持病やペット連
れなども記載されており、それらの情報を勘案し
ながら避難所の的確な場所へ配置していくことが

主な流れです。ゲームの最中には、トイレが使え
なくなったなど突発的なイベントカードも⼊って
おり、実際の災害時に近いように緊迫感がでるよ
うに⼯夫されています。
主催した⿃取県危機管理政策課 ⽵本幹央係⻑は、

「⼤変良くできた内容となっており、参加された
⾃治体職員の⽅の反応も良かった。実際の現場を
想定しながら学ぶことは、災害時の訓練として重
要なので、⿃取⼤学の学⽣たちが⿃取県を想定し
たHUGを作成してくれてとてもありがたい」と語
りました。
⿃⼤防災Lab.は、今後も防災意識啓発活動を続

けていく予定です。

学⽣団体 ⿃⼤防災Lab.の作成した⿃取県版HUGが⿃取県⾃
治体研修会で使⽤されました

学⽣
活動

学⽣
活動

学⽣
活動

暮らすインターンの様⼦

⽣態・⽔質調査の様⼦

研修会の様⼦

“鳥取大学 学生 Small CoRE Project” 募集開始！

募集期間：２０２２年５月１９日(木)１７：００まで

Small CoRE

鳥大生の課外活動を支援するプログラム

小さくて 大きな一歩 踏み出そう

最大10万円支援

Project 2022

Small CoRE Projectの
イベント情報も当機構
のHPにて更新中
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「CoRE」が印字されたエプロン(左)
実習の様⼦(右)



CDLは、当機構による様々な活動をスムーズに、活発に
⾏っていくための拠点です。
地域の住⺠、学⽣、教職員など、様々な⽴場の⽅が協働を
⽬的に使⽤することができます。
ご利⽤⽅法は上記のCoREホームページをご確認ください。

CDL
（コミュニティ・
デザイン・ラボ）

とは︖
所在地︓⿃取市湖⼭町南4丁⽬101番地
(⿃取⼤学正⾨⼊ってすぐの広報センター内)
Mail︓chi-cdl@ml.adm.tottori-u.ac.jp

ホームページ随時更新中︕
ご覧ください︕︕

Instagram
@cdltottori

音とことばのカ【タ】チ
＜地域と芸術のマネジメント＞

⻘柳いづみこ
ピアニスト・⽂筆家

講師

安川加壽⼦、ピエール・バルビゼの両⽒に
師事。東京藝術⼤学⼤学院博⼠課程修了。
ドビュッシーの研究により学術博⼠号。演
奏と⽂筆を兼ね、著作は32点、CDは21点を
数える。⽂化庁芸術祭賞、吉⽥秀和賞など
受賞多数。⽇本演奏連盟・⽇本ショパン協
会理事。⼤阪⾳楽⼤学名誉教授、神⼾⼥学
院⼤学講師。2021年より兵庫県養⽗市芸術
監督。

3歳半から住んだ家は、井伏鱒二、太宰治ら中央線沿
線の貧乏文士が集った『阿佐ヶ谷会』の会場だった。
音楽好きの祖父の勧めでピアノの道に進むも、書くこ
との魅力も捨てきれず、1996年にCD『ドビュッシー
・リサイタル』、97年に評伝『ドビュッシー 想念の
エクトプラズム』でデビュー。4半世紀の二刀流人生を
語る。

10
2022

22 Sat.

10:30-12:00

鳥取県立
図書館

会場

ライブ中継先：米子市（定員20名）、倉吉市（定員20名）、
琴浦町（定員10名）、南部町（定員10名）の各図書館

概要

無料
参加費

令和4年度 鳥取大学公開講座
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カ【タ】チ共創プログラム
～新しい価値と形をつくる～

事前申し込み制。
Zoom視聴、ライブ中継もあります！

カ【タ】チ

弾いて書くことの惑い
～文士の家に生まれて

お申し込みはこちら
右のQRコードまた
は下記のURLからア
クセスできます。
https://bit.ly/toridai
scienceacademy

(鳥取県鳥取市尚徳町101)
©Miho KAKUTA

お知らせ

公開講座 サイエンス・アカデミー CoREラジオ

公開講座 カ【タ】チ

当機構では、「もっと⿃取⼤
学を⾝近に感じてほしい」そ
んな思いのもと、CoREラジ
オを放送しています。⽉に1
⼈、ゲストに先⽣（たまに学
⽣）を招き、地域に関する研
究のことから、趣味のことま
で楽しくご紹介します。

サイエンス・アカデミーでは様々な分野の先⽣が
登壇し、地域の⽅向けに研究のことをわかりやす
くお話ししております。
【会場】⿃取県⽴図書館
【⽇時】10:30~12:00
※毎⽉第2・4⼟曜⽇（3/4のみ第1⼟曜⽇）
※ライブ中継、zoom配信する回もあります
詳しくはQRコードからご覧ください。

⿃⼤地域価値

カ【タ】チとは、価値と形の両⽅の意味をひとつ
のことばに込めたもので、当講座は、明⽇の地域
の発展のため、共に新しい価値と形をつくりだし
ていくカ【タ】チ共創⼒の獲得を⽬指します。
今年度は、ピアニスト・⽂筆家、明治⼤学の先⽣、
こんまり流⽚付けコンサルタント・ライフコーチ
の⽅をお招きし、全5回開催します。
詳しくはQRコードからご覧ください。

【放送局】FM⿃取 RADIO BIRD 82.5 fm
【放送⽇】毎週⽇曜18:00〜18:59
【M C】⼭下弥⽣さん（FM⿃取）

過去に放送されたアーカイブは
こちらからご覧いただけます。

Chec
k

Chec
k

https://www.core.
tottori-u.ac.jp

FM⿃取を受信できない⽅は、イン
ターネット（リアルタイム配信の
み）から聞いていただけます。

Chec
k

学⽣が県内企業を訪問し、⾒学する『シャトル便』。当事業では、当機構の
コーディネーターが、企業にアポを取り、学⽣を⾒学先まで送迎・案内します。
⾒学時間は1企業あたり約1時間。4⽉~9⽉で計14社を訪問しました（右の表）。
参加学⽣からは「多種多様な特⾊の企業を実際に⾒学したことでイメージがつ
きやすくなり、県内就職への思いが強まった。」「なんとなく県外に出たいと
考えていたが、⾃分が県内のことをよく知らないからかもしれないと思っ
た。」などの声があり、「企業がどんな⼈材を求めているか少し理解ができ
た」など今後の就職活動に役⽴ったと答える声も多く⾒られました。
シャトル便は10⽉以降も開催予定です。

6/13 (⼀財)⽇本きのこセンター
菌蕈研究所

6/13 ⼤⾕酒造(株)
6/13 (有)村岡オーガニック
7/25 (株)⾕尾樹楽園
7/25 ⼋頭中央森林組合
8/10 FDK(株) ⿃取⼯場
8/10 (株)⽇本マイクロシステム
8/10 TVC(株)
8/19 (⼀財)⽇本きのこセンター

菌蕈研究所
9/8 (有)村岡オーガニック
9/8 三菱マヒンドラ農機(株)
9/12 ⾺野建設(株)
9/13 (株)ファイナール
9/21 (株)中海テレビ放送

企業⾒学『シャトル便』

⼤⾕酒造㈱での⾒学の様⼦ ⼋頭中央森林組合の組合⻑室にて
林業への熱い思いを拝聴しました

2022年4⽉〜9⽉までの企業訪問先

鳥取大学サイエンス・アカデミー
令和4年度10月～3月分プログラムのお知らせ

とっとり県民カレッジ連携講座

鳥取大学 地域価値創造研究教育機構 地域連携推進室
〒680-8550鳥取県鳥取市湖山町南4-101
TEL ：0857-31-6777      FAX：0857-31-6708
E-mail：koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp
ホームページ ：https://www.core.tottori-u.ac.jp/

★事前申し込み制です！
当月分のみ受付可能です。申し込みの締め切りは開催日の前日正午です。
ただし、満席の場合はお断りすることもありますのでお早めにお申込みください。
★キャンセルされる場合は前日の正午までにご連絡をお願いいたします。
★コロナウィルス感染状況により、中止または延期、開催方法を変更する場合がございます。

◆日時：毎月第２・４土曜日１０：３０～１２：００（3/4のみ第１土曜日） ♦一般向け、聴講無料
◆会場：鳥取県立図書館 ２階 大研修室（鳥取市尚徳町101）
※下記の図書館へライブ中継いたします。

米子市、倉吉市、琴浦町、新温泉町、第4土曜日のみ：大山町、南部町（キナルなんぶ内）

※ zoomを利用してご自宅でも視聴できます。

※ご登録された個人情報は公開講座の運営目的以外には使用いたしません。

開催日 タイトル・講師

10/8
言葉のかたち・心のかたち―直筆の手紙を読む―
地域学部地域学科 教授 住川 英明 【とっとり県民カレッジ特別講座】

※米子会場での開催はございません。

10/22

弾いて書くことの惑い～文士の家に生まれて
ピアニスト・文筆家 青柳 いづみこ 【サイエンス・アカデミー特別回】

※大山町・新温泉町会場での開催はございません。
＊公開講座「カ【タ】チ共創プログラム～新しい価値と形をつくる～」第１回を兼ねる。

11/12
自分達で自分達の暮らしをデザインするー新しい働き方を求めてー
地域学部地域学科 講師 菰田 レエ也

11/26
人を見る：人とのインタラクションを目指して
工学部電気情報系学科 教授 岩井 儀雄

12/10
鳥取大学の教育・研究を陰で支える黒子～技術職員～の紹介
技術部化学バイオ・生命部門 技術専門職員
松浦 祥吾 ／ 柗見 吉朗

1/28
エコチル調査のデータから見る子どもを取り巻く環境と健康
医学部医学科 助教 増本 年男 ※新温泉町会場での開催はございません。

3/4
愛を語るフランス文学－もう一度読みたい文学の世界遺産－
地域価値創造研究教育機構 准教授 清水 まさ志

3/25
いくつになっても おひとり様になっても！ 地域で健やかに暮らすヒント
～県内のある地域における調査結果から～
医学部保健学科 助教 德嶋 靖子

お申し込みは電話・
FAX・メール・
フォーム(QRコード）
にてお願いします。

申込受付フォーム
QRコード

当月より受付開始！


